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作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の 
使　用
回　数

使用
方法

スピロテトラマト
を含む農 薬 の 
総 使 用 回 数

テトラニリプロー
ルを含む農薬の 
総 使 用 回 数

キ ャ ベ ツ

アオムシ
コナガ

ハスモンヨトウ
ヨトウムシ
オオタバコガ

ハイマダラノメイガ
ウワバ類
アブラムシ類
アザミウマ類 2000倍

収穫 7日前
まで

3回
以内 散布 3回

以内

4回以内（灌注
は1回以内、散
布及び無人航
空機散布は合
計 3回以内）

ブロッコリー

アオムシ
コナガ

ハスモンヨトウ
ヨトウムシ

ハイマダラノメイガ
ウワバ類
アブラムシ類
アザミウマ類

は く さ い

アオムシ
コナガ

ハスモンヨトウ
ヨトウムシ
オオタバコガ

ハイマダラノメイガ
アブラムシ類

4000倍

レ タ ス
オオタバコガ
ハスモンヨトウ
ヨトウムシ
ハモグリバエ類
アザミウマ類
アブラムシ類

2000倍

非結球レタス 収穫14日前
まで
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効果・薬害等の注意　	
●使用前によく振ってから使用する。
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきる。
●散布液調製後はできるだけ速やかに散布する。
●使用液量は、対象作物の生育段階、栽培形態及び使用方法に合わせて調節する。
●過度の連用をさけ、可能な限り作用性の異なる薬剤やその他の防除手段を組み合わせて使用する。
●はくさいに使用する場合には、曇天及び夕刻等の散布後に葉面上の薬液が乾きにくい条件で薬害を生じ
るおそれがあるので注意する。
●最高分げつ期から出穂開花期の稲に本剤がかかると不稔などの薬害を生じる場合があるので、かからな
いように注意する。
●蚕に対して影響を及ぼすおそれがあるので、養蚕で使用する桑葉にかからないようにする。
●空容器はほ場などに放置せず、３回以上水洗し、環境に影響のないよう適切に処理する。洗浄水はタン
クに入れる。
●本剤の使用に当たっては使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合は、
病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。

安全使用上の注意　 　	
〈農薬使用者に係る注意〉
　●誤飲などのないよう注意する。本剤使用中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受ける。
　●�散布の際は農薬用マスク、不浸透性手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用する。作業後は直ちに手足、

顔などを石けんでよく洗い、うがいをするとともに衣服を交換する。
　●作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯する。
　●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意する。
〈ミツバチに係る注意〉
①ミツバチの巣箱及びその周辺にかからないようにする。
②関係機関（都道府県の農薬指導部局や地域の農業団体等）に、周辺で養蜂が行われているかを確認し、
養蜂が行われている場合は、関係機関へ農薬の散布時期などの情報を提供し、ミツバチの危害防止に
努める。

治 療 法…該当なし
魚毒性等…該当なし
保　　管…密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼な所。
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